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研究要旨 E 型肝炎ウイルスに対する抗体保有状況および E 型肝炎ウイルス感染状況の調査を
イノシシおよびシカにおいて実施した。これまでに 14 県のイノシシ 1809 頭と 13 道県のシカ
1418 頭を調査した。その結果、イノシシにおいては 299 頭（16.5％）が抗体陽性であった。一
方、シカにおいては 3 頭（0.2％）が陽性であった。遺伝子検出に関しては、イノシシ 1241 頭
中 20頭（1.6％）、シカ 1118 頭中 1頭（0.1％）が陽性であった。イノシシにおける抗体陽性率
に関しては、性別における違いは認められなかったが、体重が 30㎏以下の個体は有意に陽性率
が低かった。一方、遺伝子検出率は 30㎏以下の個体が有意に高かった。このことは、30㎏以下
の個体が E 型肝炎ウイルスに感染していること、すなわち、子豚が HEV を保有しているリスク
が高いことが示された。また、東北地方のクマ、中国地方のウサギにおける E 型肝炎ウイルス
の感染状況を調査した結果、ウサギにおける E 型肝炎ウイルスの感染（60 羽中 20 羽が抗 HEV
抗体陽性）を発見した。ウサギの鼻腔における細菌感染を調査した結果、人獣共通感染症の原
因菌と考えられる細菌として Bacillus cereus、 Staphylococcus aureus、 Bordetella 
bronchiseptica、Pasteurella multocida、Klebsiella pneumoniae が分離された。マダニ媒介
性感染症で致死率が極めて高い重症熱性血小板減少症候群（SFTS）ウイルスのイノシシとシカ
における感染リスクを調査した結果、7 県のイノシシ 510 頭中 6 県の 26 頭(5.1%)、7 県のシカ
389 頭中 4 県の 27 頭（6.1％）から抗 SFTS ウイルス抗体が検出された。山口県のイノシシとシ
カを中心に内臓の異常所見・組織検査を実施した。 

 
A.研究目的 
 リスク評価及びリスク管理に活用可能な国内の
シカ、イノシシ等の野生鳥獣が保有するヒトへの
病原体（ウイルスを中心として）の汚染状況デー
タを継続して蓄積する。国内の野生獣由来感染症
を把握することにより感染リスク分析が可能と
なり、野生獣肉の消費者のみならず、狩猟・捕獲・
解体に携わる人々への対策および提言へと結び
つく。 
 
B.研究方法 
1)血清試料 
 日本各地より狩猟および有害鳥獣として捕獲さ
れた野生獣から血清を回収した。また、ウサギに
関しては、エキゾチックアニマル専門の獣医師に
より採血を実施し、血清を回収した。 
 
2)抗 HEV 抗体の検出 
 2015 年に作成したマニュアルに従った。 

 
3)血清からの HEV 遺伝子検出 
 2015 年に作成したマニュアルに従った。 
 
4)ウサギの鼻腔スワブから細菌分離 
 中国地方の野生化したウサギの鼻腔から滅菌綿
棒により採材後、5％馬脱線血加 Brain-Heart 
Infusion 培地および Brain-Heart Infusion 培地
に塗布後、37℃好気的条件により 1-2 日培養した。
純培養後、16SリボゾーマルRNA遺伝子を増幅し、
塩基配列を決定し、種あるいは属名を同定した。 
 
5)血清から抗 SFTS ウイルス抗体の検出 
添付のプロトコールによる ELISA を実施した。
抗原として感染研から分与していただいた SFTSV 
HB29 感染 HuH-7 細胞溶解抗原、1 次抗体は 1:100
希釈血清、2 次抗体には Pierce™ Recombinant 
Protein A/G, Peroxidase Conjugated (Thermo 
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Fisher Scientific)、発色には HRP Substrate Kit 
(Bio-Bad)を用いた。 
6)野生獣における異常所見の収集 
 山口県で捕獲されるイノシシおよびシカに関し
て、解体の際に異常所見が認められた場合、写真
撮影を行った。その一部は、酪農学園大学におい
て病理組織所見を観察した。 
 
C.研究結果 
1)イノシシにおける抗 HEV 抗体保有率 (県別の比
較、表 1) 
 本年度は熊本県が増えた。13 県のこれまで合計
は 1809 頭を調査し、299 頭の 16.5％が抗 HEV 抗
体陽性であった。6頭に 1頭は感染既応があるこ
とを示している。 
 全国で陽性が認められるが、関東の 2 地域、千
葉県（49％）と群馬県（44％）は他地域に比べて
陽性率が高い。西日本は概ね 20％前後の陽性率
であった。中部地方の岐阜県（5.4％）や富山県
（8.3％）、熊本県（3.3％）、栃木県（5.4％）で
は陽性率が低かった。和歌山県では陽性個体は見
つからなかった。 
 
2)イノシシにおける抗 HEV 抗体保有率(性別およ
び体重別の比較、表 2) 
 抗 HEV 抗体保有率の雌雄による性別の比較では、
有意差はなかった。体重別の比較では、30 ㎏以
下で 8.9％であるのに対して、30-50 ㎏では
24.0％、50 ㎏以上では 28.0％と有意に陽性率が
高かった。 
 
3）イノシシにおける HEV 遺伝子検出（県別の比較
表 1） 
 イノシシの血清から HEV 遺伝子の検出を試みた
結果、1241 頭中 20頭の 1.6％から HEV 遺伝子が
検出された。特に、抗体陽性率が高い千葉県と群
馬県での検出率が高く、中程度の抗体保有率であ
った兵庫県と山口県がそれに続いた。それ以外の
抗体保有率が低程度から中程度の青森県、栃木県、
岐阜県、富山県、愛媛県、香川県、大分県からは
HEV 遺伝子は検出されなかった 
 
4）イノシシにおける HEV 遺伝子検出（性別と体重
別の比較、表 3） 
 性別の比較では、オスが 2.4％、メスが 1.2％と
2倍の遺伝子検出列であった。体重別の比較では
30 ㎏以下が 3.3％、30-50 ㎏が 1.5％、50 ㎏以上
が 0.5%と体重が増加すると、HEV 検出率が有意に
減少していた。 
 

5）シカにおける抗 HEV 抗体と HEV 遺伝子検出（表
4） 
 本年度は青森県が増えた。シカ 1421 頭中 3 頭
（0.21%）のシカから抗 HEV 抗体、1121 頭中 1頭
（0.09%）のシカから HEV 遺伝子が検出された。
遺伝子並びに抗体が検出されたのは 700 頭以上
を調べた山口県だけであった。 
 
6）全国のイノシシにおける HEV 感染状況の比較
（表 5） 
 過去の論文と我々の研究成果をまとめた。本年
度は、熊本県を追加することができた。黄色の部
分が、イノシシの検査がまだ行われていない部分
である。秋田県と沖縄県には今後の採材の協力を
依頼した。 
 
7）クマにおける HEV 感染状況（表 6） 
 東北地方のクマの血清を調べさせていただく機
会を得た。13 頭すべてが抗 HEV 抗体陰性であっ
た。クマが HEV 感受性が低いのか、この地域に
HEV 感染が見られないのかは今後の調査が必要
である。 
 
8）ウサギにおける HEV 感染状況（表 7、図 1） 
 中国地方の野生化したウサギの血清における抗
HEV 抗体の保有状況を調査した。その結果、60
羽中 20 羽（33％）が HEV に対する抗体を保有し
ていた。更に、直腸スワブからの遺伝子検出を試
みた結果、58 羽中 1羽（2％）から HEV 遺伝子が
検出された。検出された遺伝子の系統解析を実施
した結果、中国・フランス・アメリカ・韓国・ド
イツのウサギ、並びにフランスのヒトから検出さ
れた HEV と同じクラスターを形成した。国内にお
ける始めてのウサギのHEV感染となった（図1）。 
 
9）ウサギから分離された細菌（表 8） 
 前述したウサギ 60 羽の鼻腔スワブから好気性
細菌の分離を試みた結果、1羽にBacillus cereus、
13 羽から Staphylococcus aureus、17 羽から
Bordetella bronchiseptica 、 9 羽 か ら
Pasteurella multocida、1 羽から Klebsiella 
pneumoniae の人獣共通感染症となる細菌が分離
された。 
 
10)イノシシとシカにおける抗 SFTSV 抗体の検出
（表 9） 
 致死性の高い人獣共通感染症である SFTS ウイ
ルスのリスクを知ることはそれらを捕獲してい
る猟師や取扱者にとって重要である。そこで、7
県のイノシシ、7県のシカにおける抗 SFTSV 抗体
保有状況を調査した。その結果、イノシシにおい
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て 7県中 6県、シカにおいて 7県中 4県、合計 8
県中6県において抗 SFTSV抗体の保有が確認さ
れた。イノシシにおいては四国・九州地方の抗体
保有率が高かった。一方、シカにおいては、ヒト
での患者の発生していない関東Aにおいて16%の
陽性率が確認された。中部 Aと中部 Bでは陽性率
は低く、東北 Aと関東 Bでは陽性個体が今のとこ
ろ検出されていない。 
 
11）イノシシとシカにおける異常所見の収集 
カラーアトラスの充実のために山口県で狩猟さ
れたイノシシ及びシカの内臓における異常所見
の収集を行い、一部は酪農学園大学にて詳細に解
析を行った。 
下関イノシシ 17-141 肝臓に出血斑 
下関イノシシ 17-142 肝臓に白斑 
下関イノシシ 17-143 肝臓に白斑 
下関イノシシ 18-63 肝蛭寄生、肝臓に白斑、結
節（酪農学園大学にて病理解析） 
下関イノシシ 18-74 腹腔内に多数の線虫寄生、
肝臓に白色結節（酪農学園大学にて病理解析） 
下関イノシシ 18-86 異形成腎、食堂に線虫（酪
農学園大学にて病理解析） 
下関イノシシ 18-97 肝臓に白斑（酪農学園大学
にて病理解析） 
下関シカ 17-154 肝臓に白色病変 
下関シカ 18-6 腎臓に多発性嚢胞 
下関シカ 18-38 腎嚢胞、副腎腫瘍（？） 
下関シカ 18-40 肝臓に白色病変 
下関シカ 18-54 肝臓に白色病変 
下関シカ 18-59 酪農学園大学にて病理解析 
下関シカ 18-91 酪農学園大学にて病理解析 
下関シカ 18-99 酪農学園大学にて病理解析 
下関シカ 18-108 肝臓に白色病変 
下関シカ 18-117 肝臓に嚢胞、肝蛭寄生 
 
D.考察 
1) HEV のリスクについて 
・ イノシシの HEV 感染は日本全国で認められる 
・ 関東の２県が特に陽性率が高い 
・ 西日本は全域にわたり HEV の感染率は中程度 
・ 中部地方は比較的リスクが低い 
・ イノシシの60頭に1頭は捕獲時にウイルスを
保有 
・ 30 ㎏以下の子イノシシがウイルスに感染 
・ シカは陽性率が低い 
・ 野生化したウサギにおける HEV 感染（国内初
報告） 
 
2）狩猟者への人獣共通感染症のリスク 

・ イノシシの 60 頭に 1 頭（高い地域では 20 頭
に 1 頭）が捕獲時・解体時に HEV ウイルスを
保有している 
・ 西日本の野生化したウサギの鼻腔から多くの
人獣共通感染症を引き起こす細菌が分離され
た 
・ SFTS のリスクは西日本で高い 
・ 患者の発生していない関東でも陽性率が高い 

・ 中部地方でも SFTS ウイルス陽性動物がいる 
 
E.結論 
1)国内の多くの県で E 型肝炎ウイルスはイノシシ
に感染している。特に、関東近辺ではイノシシの
抗体陽性率が高いことが確認された。。しかし、
検査空白県もあるので協力者を拡大する必要が
ある。 
 
2)30kg以下の子イノシシが HEVに感染しているリ
スクが高いことが再確認された。 
 
3)SFTS ウイルスのリスクは西日本だけでなく、患
者の発生していない中部地方や関東地方にも存
在することが確認された。特に、関東 A 地域で
は陽性率が高いことが確認された。 
 
4）狩猟者は HEV や SFTS ウイルスだけでなく、多
くの狩猟動物が人獣共通感染症を引き起こす病
原体を保有していることを認識する必要がある。
解体時は手袋の着用は必須である。 
 
5）一部の地域における異常動物の写真は充実して
きたが、更なるカラーアトラスの充実をすべく、
協力者の拡大に努めている。 
 
F.健康危機情報 
 なし 
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表 5 本研究班における成果と過去の報告のイノシシにおけるHEV感染 

  

血清 肝臓 

文献 抗体 遺伝子 遺伝子 

検査頭数 陽性頭数 陽性率 検査頭数 陽性頭数 陽性率 検査頭数 陽性頭数 陽性率 

北海道                     

青森           

岩手                     

宮城                     

秋田                     

山形                     

福島                     

茨城 
89 2 2% 89 2 2% 91 0 0% 1 

68 28 41% 68 6 9% 68 7 10% 4 

栃木 
20 0 0% 20 0 0% 23 0 0% 1 

220 12 5% 88 0 0%       山口大 

群馬 

89 4 4% 89 1 1%       5 

87 3 3%       140 3 2% 11 

34 15 44% 34 1 3%       山口大 

埼玉 12 0 0% 12 0 0% 13 0 0% 1 

千葉 79 39 49% 79 4 5%       山口大 

東京                     

神奈川 9 0 0% 9 0 0% 9 0 0% 1 

新潟                     

富山 
15 0 0% 15 0 0% 17 0 0% 1 

132 11 8% 132 0 0%       山口大 

石川 7 0 0% 7 0 0% 7 0 0% 1 

福井 24 3 13% 24 2 8% 24 2 8% 1 

山梨             8 2 25% 1 

長野 
33 2 6% 33 1 3% 48 1 2% 1 

2 0 0% 2 0 0% 2 0 0% 11 

岐阜 
99 8 8% 99 4 4% 98 4 4% 1 

220 12 5% 140 0 0%       山口大 

静岡 

2 2 100% 2 0 0% 8 2 25% 1 

367 86 23% 367 23 6% 359 15 4% 9 

107 53 50% 112 4 4% 116 3 3% 10 

愛知 
      439 49 11%       17 

91 25 27% 91 11 12%       18 

三重 39 2 5% 31 1 3%       12 

滋賀 4 3 75% 4 0 0% 5 1 20% 1 

京都 2 0 0% 2 0 0% 4 0 0% 1 

大阪 150 12 8%             8 

兵庫 111 23 21% 77 2 3%       山口大 

奈良 8 4 50% 8 1 13% 8 1 13% 1 

和歌山 
2 0 0% 2 0 0% 2 0 0% 1 

95 0 0%             山口大 

鳥取 
16 0 0% 16 0 0% 6 0 0% 1 

13 0 0% 33 0 0%       13 
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島根 102 16 16% 102 0 0%       14 

岡山 57 7 12% 57 1 2% 65 3 5% 1 

広島                     

山口 
2 0 0% 2 0 0% 19 1 5% 1 

620 144 23% 528 13 3%       山口大 

徳島 
26 1 4% 26 1 4% 19 1 5% 1 

      206 2 1%       19 

香川 
39 5 13% 39 0 0% 39 0 0% 1 

56 12 21% 56 0 0%       山口大 

愛媛 
392 100 26% 392 12 3%       3 

85 19 22% 85 0 0%       山口大 

高知                     

福岡       125 16 13%       15 

佐賀 2 0 0% 2 1 50% 2 1 50% 1 

長崎 
11 3 27% 11 0 0% 11 0 0% 1 

      701 46 7%       7 

熊本 

6 0 0% 6 0 0% 4 0 0% 1 

      65 4 6% 153 12 8% 16 

182 6 3%       山口大 

大分 
14 0 0% 14 0 0% 14 0 0% 1 

48 9 20% 22 0 0%       山口大 

宮崎 8 1 13% 8 0 0% 8 0 0% 1 

鹿児島 5 1 20%             山口大 

沖縄       20 0 0%       6 
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表8 国内の野生化したウサギの鼻腔から分離された細菌 
ID. 分離細菌 

1 Bordetella hinzii Mannheimia glucosida 
Staphylococcus 
xylosus       

2 Mannheimia glucosida           

3 Bacillus mobilis 
Staphylococcus 
xylosus         

4 Bacillus cereus Bacillus sp. 
Mannheimia 
glucosida 

Pseudomonas putida 
Staphylococcus 
sciuri 

Staphylococcus 
sp. 

5 
Staphylococcus 
aureus           
6 Proteus mirabilis           
7 Proteus mirabilis           

8 
Bordetella 
bronchiseptica 

Mannheimia glucosida 
Staphylococcus 
aureus       

9 Mannheimia glucosida           
10 Proteus mirabilis           

11 Bacillus sp. Mannheimia glucosida 
Staphｙlococcus 
sciuri       

12 Pasteurella multocida 
Staphylococcus 
xylosus         

13 Mannheimia glucosida Bacillus sp.         

14 Bacillus sp. Mannheimia glucosida 
Staphylococcus 
aureus 

Staphylococcus 
saprophyticus 

Staphylococcus sp.   

15 Bacillus mobilis Bacillus sp. 
Mannheimia 
glucosida 

Staphylococcus xylosus 
    

16 Bordetella hinzii Leclercia sp. Neisseria sp. Pasteurella multocida     
17 Cedecea sp. Kocuria sp.         

18 Bacillus mobilis Cedecea sp. 
Mannheimia 
glucosida 

Stenotrophomonas sp.  
    

19 Cedecea sp. Proteus mirabilis 
Staphylococcus 
aureus       

20 Bordetella hinzii Mannheimia glucosida         

21 Mannheimia glucosida 
Staphylococcus 
xylosus         

23 Bacillus mobilis Kocuria sp. 
Mannheimia 
glucosida 

Staphylococcus aureus Staphylococcus sp. 
  

24 Bacillus mobilis Bacillus sp. Enterobacter sp.  Pasteurella multocida 
Staphylococcus 
xylosus   

25 Bacillus mobilis 
Staphylococcus 
aureus         

26 
Bordetella 
bronchiseptica 

Bordetella hinzii 
Klebsiella 
pneumoniae 

Staphylococcus aureus 
    

27 
Bordetella 
bronchiseptica 

Mannheimia glucosida Moraxella cuniculi  Staphylococcus sp.  
    

28 
Bordetella 
bronchiseptica 

Enterobacter sp.  Pantoea sp.  Pseudomonas putida Staphylococcus sp. 
  

29 Bacillus sp.  Serratia sp. 
Staphylococcus 
aureus       

30 Bacillus mobilis Mannheimia glucosida Pseudomonas putida       
31 Bacillus sp. Bordetella hinzii         

32 Bacillus sp. Mannheimia glucosida 
Pasteurella 
multocida 

Staphylococcus aureus 
    

33 Mannheimia glucosida Moraxella cuniculi  
Staphylococcus 
cohnii        

34 
Bordetella 
bronchiseptica 

Enterobacter sp.  
Mannheimia 
glucosida       

35 Bacillus mobilis 
Bordetella 
bronchiseptica 

Serratia sp. 
      

36 
Bordetella 
bronchiseptica 

Mannheimia glucosida Staphylococcus sp 
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37 Moraxella cuniculi  
Staphylococcus 
aureus 

Staphylococcus 
sciuri       

38 Lelliottia sp Moraxella cuniculi         

39 Bacillus mobilis 
Bordetella 
bronchiseptica 

Pasteurella 
multocida       

40 Moraxella cuniculi           

41 
Bordetella 
bronchiseptica 

Bordetella hinzii Enterobacter sp.  
      

42 
Bordetella 
bronchiseptica 

Mannheimia glucosida 
Staphylococcus 
aureus       

43 
Bordetella 
bronchiseptica 

Bordetella hinzii 
Mannheimia 
glucosida 

Rothia sp. 
    

44 
Bordetella 
bronchiseptica 

Stenotrophomonas sp. 
        

45 Mannheimia glucosida Rothia sp.         
46 Moraxella cuniculi            
47 Rothia nasimurium            

48 
Bordetella 
bronchiseptica 

Moraxella cuniculi  Rothia sp. 
      

49 Bordetella hinzii Mannheimia glucosida Staphylococcus sp.       

50 Bacillus sp.  Bordetella hinzii 
Pasteurella 
multocida       

51 Bergeyella sp. 
Bordetella 
bronchiseptica 

Mannheimia 
glucosida 

Staphylococcus sp. 
    

52 
Bordetella 
bronchiseptica 

Mannheimia glucosida 
Pasteurella 
multocida 

Staphylococcus sp 
    

54 Enterobacter sp.  Mannheimia glucosida 
Pasteurella 
multocida 

Staphylococcus sp 
    

55 Mannheimia glucosida Rothia sp. Staphylococcus sp       

56 
Bordetella 
bronchiseptica 

Staphylococcus sp 
        

57 Mannheimia glucosida Pseudomonas putida         

58 Bacillus sp. Mannheimia glucosida 
Staphylococcus 
aureus       

59 Bordetella hinzii Pasteurella multocida 
Staphylococcus 
aureus 

Staphｙlococcus sciuri 
    

60 Mannheimia glucosida Moraxella cuniculi  Rothia sp.       
61 Bordetella hinzii Enterobacter sp.  Pantoea sp.  Staphｙlococcus sciuri     

62 Bacillus mobilis 
Bordetella 
bronchiseptica 

Mannheimia 
glucosida 

Pasteurella multocida 
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添付資料 
SFTS ELISA プロトコール 
<使用する既製品の材料、キット、装置等> 
[1] ブロッキング剤 
 ブロックエース粉末 (DS ファーマバイオメディカル) 
上記粉末を 4g/ 100ml で milli-Q 水に溶解する。これを以下ブロックエースと呼称 

 
[2] 発色液 
 HRP Substrate Kit (Biorad  #1721064) 
上記の製品を製品付属のプロトコールに従って使用 

 
[3] 吸光プレートリーダー 
 iMarkTMマイクロプレートリーダー (Biorad) 
 
[4] 二次抗体として使用する抗体及びそれに類する材料 
 Pierce™ Recombinant Protein A/G, Peroxidase Conjugated (Thermo Fisher Scientific 
32490) 
 
<使用する Buffer> 
[1] ELISA Coating Buffer 
1. 以下の組成で試薬を混合 
NaHCO3  2.856 g 
Na2CO3   1.696 g 
Milli-Q 500 ml 

2. 121℃、15 分でオートクレーブ 
3. 4℃で保存 
 
[2] ELISA Blocking buffer 
1. 等倍の PBS- を作製、121℃、15 分でオートクレーブ 
2. 1.で作製した溶液に 1/3 量のブロックエースを添加、混合 
 
[3] ELISA Washing buffer 
以下の組成で試薬を混合 
10xPBS- 100 ml 
Milli-Q 900 ml 
Tween-20 0.5 ml 

 
[4] ELISA Dilution buffer 
1. 等倍の PBS- を作製、121℃、15 分でオートクレーブ 
2. 1. で作製した PBS- に 1/2000 量の Tween-20 を添加、混合 
3. 2. で作製した溶液に 1/9 量のブロックエースを添加、混合 
 
[5] 発色停止液 
2% シュウ酸溶液を作製、121℃、15 分でオートクレーブ 
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<手順> 
[1] 抗原のコーティング 
1. 抗原は感染研から分与して頂きました SFTSV HB29 感染 HuH-7 細胞 溶解抗原を使用 mock 対
照として HuH-7 細胞溶解抗原を使用 
2. Coating Buffer で抗原を 5 µg/µlに希釈し、100 µl/wellでプレートにアプライ 
3. プレートをシールした後、37℃、2時間インキュベート 
4. 4℃に保存 
 
[2] ブロッキング 
1. 抗原希釈液を除去 
2. 200 µl/well で Blocking buffer を添加 
3. 37℃、30 分インキュベート 
 
[3] 一次抗体の添加 
1. Blocking buffer を除去、Washing buffer で 3 回 well を洗浄 
2. 血清、血漿材料を Dilution buffer を希釈 (通常の SFTS 検査では 100 倍希釈) 
3. 2. で作製した希釈液を 100 µl/wellでアプライ 
4. 37℃、30 分インキュベート 
 
[4] 二次抗体の添加 
1. 血清・血漿希釈液を除去、Washing buffer で 3 回 well を洗浄 
2. 二次抗体を希釈 (使用する抗体については材料において記載) 
3. 2. で作製した希釈液を 100 µl/wellでアプライ 
4. 37℃、30 分インキュベート 
 
[5] 発色 
1. 二次抗体希釈液を除去、Washing buffer で 3 回 well を洗浄 
2. HRP Substrate Kit A 液と B液を 9:1 の割合で混合 
3. 2. で作製した混合液を 100 µl/wellでアプライ 
4. マイクロプレートミキサーで攪拌しながら室温で 30 分インキュベート 
 
[6] 発色の停止、測定 
1. 発色停止液を 100 µl/wellで添加、数十秒撹拌 
2. 415nm の波長で吸光度を測定 
3. 感染細胞抗原の吸光度から mock 対照の吸光度を引いた値が 0.5 を上回ったとき、陽性と判
定する 

 


